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園長・主任・学年リーダーにおすすめのコ
ーナーを選んでマークを表示しています。

マークのついているコーナーでは、園
内で話し合うためのお題・ワークを用
意しています。職員会議や園内研修な
どでご活用ください。

まずは、自分で読み
ます。回覧したりし
て、園内でも各自で
読みます。

読む

読んだ記事をもとに、
園内で「雑談」をし
たり「研修」をした
りしてみましょう。

語り合う

マークのついているコーナーでは、関
連動画があります。

すべての子どもの育ちを支え、
新たな気づきと喜びへ

「こどもまんなか社会」実現のため、
本号はこれからの子どもの育ちを考え
る際の２つのポイントに注目しました。

「こども誰でも通園制度」の本格実施
を見据え、「すべての子どもを受け入
れる」というメッセージを深掘りし、
また、保育現場の強みを活かし、幼保
小の学びの連続性を創る「架け橋」を
徹底解説。幼児教育・保育の専門性が
未来を創る鍵となっていく、そんな展
望が広がります。

−−−『保育ナビ』編集部

『保育ナビ』は、編集委員が
サポートしています。
秋田喜代美（学習院大学）
浅井幸子（東京大学）
大方美香（大阪総合保育大学）
大豆生田啓友（玉川大学）
北野幸子（神戸大学大学院）
古賀松香（京都教育大学）
境 愛一郎（共立女子大学）
汐見稔幸（東京大学名誉教授）
砂上史子（千葉大学）
松井剛太（香川大学）
無藤 隆（白梅学園大学名誉教授）
矢藤誠慈郎（和洋女子大学）
敬称略　５０音順

『保育ナビ』の使い方

読み、話すことで、
園内で学び合い・語
り合いが生まれ、保
育の質が高まります。

保育の質の向上へ

マークのついているコーナ 
ーではワークシート等のダ
ウンロードができます。右
の二次元コードからアクセ
スしてください。

園長 主任 学年リーダー

【今月のおすすめ】

2025年度は、保育と子どものおもしろさを伝え、
ワクワクを広げる内容を読者にお届けします。

『保育ナビ』が伝えたいこと

園 主 リ

編集委員から読者の皆さんへ応援メッセージを
月替わりで配信します。詳しくはP.32へ！
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「こどもまんなか社会」の実現に向けた様々な取り組みが進んでいます。
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登壇者

構成／渡辺 悟

体
で
支
え
て
い
く
新
し
い
制
度
で
す
。

　

6
か
月
か
ら
2
歳（
満
3
歳
に
到
達
す

る
ま
で
）の
子
ど
も
が
通
園
し
ま
す
。
通

園
先
で
は
保
育
の
プ
ロ
が
育
ち
を
支
え
る

と
と
も
に
、
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、

遊
具
で
遊
べ
る
な
ど
様
々
な
環
境
が
あ
る
。

そ
う
い
う
中
で
の
新
た
な
経
験
が
、
子
ど

も
の
育
ち
に
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
。
こ

れ
が
大
き
な
目
的
の
１
つ
で
あ
り
、
意
義

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
保
護
者
に

と
っ
て
も
、
プ
ロ
で
あ
る
保
育
者
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
、
よ
り
良
い
子
育
て

に
つ
な
げ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

栗
原
：
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
初
見
の

秋
田
：「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
が

2
0
2
6
年
4
月
か
ら
全
国
で
本
格
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
設
計
に
か
か
わ
っ

て
い
る
こ
ど
も
家
庭
庁
の
3
人
の
方
に
、

お
話
を
う
か
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
意

義
や
目
的
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

栗
原
：
こ
の
制
度
は
、
保
育
の
必
要
性
、

つ
ま
り
保
護
者
の
視
点
か
ら
そ
の
要
件
を

決
め
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
た
め
に

通
園
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。
子
ど
も
の

育
ち
を
保
障
し
て
い
く
た
め
に
、
保
護
者

の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
良
質
な
成
育
環
境

を
用
意
し
、
家
庭
だ
け
で
は
な
く
社
会
全

【
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
】

制
度
開
始
直
前
、

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」を
整
理
す
る

2
0
2
6
年
4
月
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」。
こ
こ
で
は
、
制
度
概
要
と
あ
わ
せ
、
意
義
や
目
的
な
ど
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
制
度
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

子
ど
も
の
育
ち
を

社
会
が
保
障
す
る
制
度

こ
の
制
度
を
使
う
権
利
が
生
じ
る

※
対
談
は
、2
0
2
5
年
10
月
2
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

秋田喜代美（あきた きよみ）／学習院大学 文学部 教授。東京大学名誉教授。こども家庭庁 こども家
庭審議会 会長、こども誰でも通園制度の本格実施に向けた検討会 座長。『研修アドバイザーと共に創
る新しい園内研修のかたち』（フレーベル館）など著書多数。

プロフィール●

こども家庭庁：
栗原正明（くりはら まさあき）／成育局 保育政策課 課長。 
出口貴史（でぐち たかし）／成育局 保育政策課 課長補佐。
馬場耕一郎（ばば こういちろう）／教育・保育専門官。

こ
ど
も
家
庭
庁
：

馬
場
耕
一
郎 

教
育
・
保
育
専
門
官（
右
） 

栗
原
正
明 

課
長（
中
）

出
口
貴
史 

課
長
補
佐（
左
）

秋
田
喜
代
美

（
学
習
院
大
学 
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

座談会

5 ２０２６．２



イラスト／くわざわゆうこ　写真／渡辺 悟 20２０２６．２

保育と社会を
つなぐ
アプローチ

『保育ナビ』

対談

1980年生まれ。一橋大学商学部卒業。博報堂、企業経営を経て、
2011年、「まちの保育園 小竹向原」創設。現在、都内６拠点で「ま
ちの保育園・こども園」を運営。レッジョ・エミリア・アプローチ
の日本組織「JIREA」代表、「まちの研究所株式会社」（保育・教育・
まちづくりのデザインコンサルティング会社）の代表も務める。

松本理寿輝（まつもと りずき）

1947年、大阪府生まれ。東京大学名誉教授。白梅学園大学名
誉学長。保育者の学びの場「ぐうたら村」村長。東京大学教育
学部卒、同大学院博士課程修了。主な監修に『０・１・２歳児
からのていねいな保育』（全３巻、フレーベル館）、共編著に『保
育のグランドデザインを描く』（ミネルヴァ書房）ほか多数。

汐見稔幸（しおみ としゆき）

〜周辺領域との交わりから

「分けない豊かさ」から始まる
まちと園が創るこれからの社会

対談は2025年10月3日に実施

　保育は、人間を育てるという、ある意味でたいへん
難しい仕事です。人間と文化のあり方、そして人間と
社会のあり方の根本に立ち返って保育という営みを考
えることなしに、本当の保育は見えてこないのではな
いかと、私は考えています。
　今年度は従来の保育や教育にとらわれず、新しい視
点で保育に携わっている方々にお話をうかがい、未来
の保育・教育につながるヒントを探っていきます。今
回は、2011年に創設した１園から現在６拠点に拡げ、
保育を「社会をつくる営み」と捉え、地域と共にまち
づくりを進める松本理寿輝さんに登場いただきます。

（汐見稔幸）

保育・教育の未来を探る
汐見稔幸

監修

第　 回21



プロフィール●佐伯絵美（さえき えみ）／合同会社子どもベース代表。約 20 年間、保育現場で実践を重ねた後、同社を立ち上げる。様々な保育現場
とつながりながら、各園での子どもの声・思いを大切にした保育の実践を共に目指す。

38２０２６．２

第 11 回 テーマ

あなたの園では、本当に
子どもの姿を捉えられて
いますか。子ども一人ひ
とりに目を向け、そこに
ある意味を問うことが、
「子どもの姿ベース」の保
育となり計画となります。
ある園の実践例を紹介し
つつ、子どもの姿ベース
の指導計画の進め方を解
説します。

保育が変わると計画が変わる

環境図等を用いた記録

佐伯絵美
（合同会社

子どもベース代表）

やってみよう！

子
ど
も
や
保
育
へ
の
眼
差
し
が
変
わ
る
と

記
録
に
向
き
合
う
姿
勢
も
変
わ
る

　

保
育
の
仕
事
の
中
に
あ
る
記
録
や
計
画
な
ど

の
「
書
類
作
成
」
は
、
し
ば
し
ば
「
時
間
が
か

か
る
・
楽
し
く
な
い
仕
事
」
の
部
類
に
分
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
、
子
ど

も
や
保
育
へ
向
け
る
眼
差
し
の
変
化
に
よ
っ
て
、

大
き
く
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。

　

事
例
紹
介
園
の
益
田
ひ
か
り
保
育
所
も
、
保

育
の
考
え
方
や
子
ど
も
へ
の
向
き
合
い
方
の
変

化
に
よ
っ
て
、
記
録
の
内
容
や
、
記
録
に
向
き

合
う
姿
勢
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
保
育
が
ワ

ク
ワ
ク
し
始
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
、「
こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
保
護
者
に
も
伝
え
た
い
よ
ね
」

「
こ
の
記
録
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
大

事
だ
よ
ね
」
…
…
と
想
い
が
溢
れ
出
し
た
の

で
す
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
「
書
か
な
く
て

は
い
け
な
い
」
も
の
だ
っ
た
書
類
は
「
伝
え
た

い
」「
残
し
た
い
」
気
持
ち
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
書
類
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

今月のポイントを
動画で確認しよう

監修・執筆　大豆生田啓友（玉川大学）
執筆　佐伯絵美（合同会社子どもベース）
協力／益田ひかり保育所（島根県）

イラスト／すぎやまえみこ
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ステップ１ 書類に違和感を覚えたら変える

子どもも記録や計画を見られるように

違和感が保育を動かす鍵になる

ポイント

ポイント

ポイント

　

子
ど
も
主
体
の
保
育
へ
の
転
換
を

願
う
あ
ま
り
、
あ
れ
も
こ
れ
も
一
度
に

変
え
よ
う
と
す
る
と
無
理
が
生
じ
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
園
の
状
況
に
合

わ
せ
て
、
で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
少
し

ず
つ
始
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
軌

道
に
乗
り
始
め
る
と
「
あ
れ
？　

こ

の
書
類
に
も
も
っ
と
子
ど
も
の
声
を
反

映
し
た
い
ね
」
と
思
う
よ
う
に
な
る

は
ず
。
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
に
は
、

こ
の
よ
う
に
「
変
え
た
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
」
時
が
、
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　

子
ど
も
の
声
を
大
事
に
し
な
が
ら

保
育
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も

が
保
育
の
参
加
者
で
あ
り
つ
く
り
手

で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
記
録
や

計
画
を
子
ど
も
と
共
有
す
る
こ
と
は

む
し
ろ
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。「
子
ど
も
と
一
緒
に
日
々
を
つ

く
っ
て
い
く
」
た
め
に
、
子
ど
も
と
の

対
話
の
記
録
を
保
育
室
内
に
残
し
た

り
、
活
動
の
写
真
を
掲
示
し
た
り
し

て
、
見
え
る
化
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

な
ん
と
な
く
感
じ
た
“
違
和
感
”

や
“
モ
ヤ
モ
ヤ
”
は
、
時
に
言
葉
で

表
す
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、
そ
こ
が
ク
リ
ア
に
な
ら
な
い
と
、

課
題
解
決
は
難
し
い
も
の
。
そ
れ
ま
で

当
た
り
前
に
や
っ
て
き
た
こ
と
の
「
ど

こ
」
に
違
和
感
が
あ
る
の
か
、「
な
に
」

に
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
も
の
を
感
じ
て
い
る

の
か
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
言
葉

に
で
き
る
場
、
職
員
が
話
せ
る
場
を

も
て
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

・できるところから一歩
ずつ
・「あれ？　なんだか違
和感」が動き出すタイ
ミングを知らせるサイ
ンかも

・子どもも保育のつくり手で
ある
・子どもと一緒に記録や計画
を作成するのも可
・記録を子どもも大人も見え
るところに掲示する

・違和感の根っこを探ること
が大事
・具体的に「モヤモヤ」をお
しゃべりする機会をつくる
・立場に関係なく話せる雰囲
気をつくっておく

ステップ2

ステップ3

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
変
え
る
？

そ
の
モ
ヤ
モ
ヤ
の
原
因
は
何
？

子
ど
も
と
共
有
す
る
に
は
？

益田ひかり保育所／ 1968 年開所。遊びや生活、様々な人たちとの豊かなかかわりを通して互いの学びを育み合うことをモットーに、「おしえて！あなたのわくわくを」と、
日々丁寧に一人ひとりの子どもの姿に目や耳を傾けながらその子らしく過ごせる環境づくりに力を入れる。園児数／ 108 名　職員数／ 29 名（常勤 20 人、非常勤 9 人）

保
育
内
容
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保育ウェブ型計画から、様々な記録・計画への広がり
～環境図を作る～

　

下
の
記
録
を
見
て
く
だ
さ
い
。
３
・

４
・
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
保
育
室
の
環
境

図
で
す
。
保
育
の
見
直
し
を
す
る
う
ち

に
作
り
始
め
た
記
録
で
す
。
保
育
者
一
人

ひ
と
り
が
子
ど
も
の
声
を
手
掛
か
り
に

環
境
を
作
り
始
め
た
こ
と
で
、
ど
の
コ
ー

ナ
ー
に
も
「
子
ど
も
の
姿
」
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
た
新
た
な
記
録

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
一
見
、
作
成
す
る
の
に
手
間
と
時
間
が

か
か
り
そ
う
な
図
で
す
が
、
子
ど
も
の

姿
の
見
取
り
や
保
育
者
の
意
図
が
明
確

で
あ
れ
ば
、
さ
ほ
ど
時
間
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
筆
者
が
こ
の
園
を
訪
れ
た
時
は
、

保
育
者
の
方
々
が
こ
う
し
た
環
境
図
を

見
せ
な
が
ら
、
子
ど
も
の
こ
と
や
、
そ
こ

か
ら
考
え
た
自
分
た
ち
の
予
想
を
い
き
い

き
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
保
育
環
境
に

つ
い
て
整
理
す
る
際
に
作
成
・
活
用
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
の
姿
の
振
り
返

り
や
、
ク
ラ
ス
外
の
保
育
者
と
の
対
話

の
ツ
ー
ル
に
も
な
り
ま
す
。

益田ひかり保育所の環境図。
各コーナーで見られた子ど
もの姿を文章と写真で記録
しています。

手書きバージョンの環境図。
環境の見直しをする際に、
子どもの姿を語り合い、書
いたり消したりをくり返しな
がら作成しています。



プロフィール●大豆生田啓友（おおまめうだ ひろとも）／玉川大学教育学部教授。日本保育学会副会長、こども環境学会副会長。こども家庭庁「こど
も家庭審議会」委員および「幼児期までのこどもの育ち部会」部会長、文部科学省「今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の在り方に関する有識
者検討会」委員。著書に『子どもの姿ベースの指導計画シリーズ』（フレーベル館）ほか、多数。
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・
形
式
を
変
え
て
み
た
く
な
っ
た
書
類
は
あ
り
ま
す
か

・
保
育
室
に
掲
示
し
た
い
写
真
や
活
動
の
記
録
は
あ

　り
ま
す
か

子どもとも共有するための記録・計画
～保育室内に掲示～

　

保
育
の
見
直
し
に
取
り
組
み
出
し
て

2
年
、
保
育
者
が
子
ど
も
に
「
あ
な
た

は
ど
う
し
た
い
？
」
と
聞
く
こ
と
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
「
先
生
、
こ
れ
作

り
た
い
！
」
と
言
う
子
ど
も
に
「
ど
う
し

て
作
り
た
い
と
思
っ
た
の
？
」「
ど
ん
な

ふ
う
に
し
た
い
か
教
え
て
く
れ
る
？
」
等
、

丁
寧
に
そ
れ
ま
で
の
過
程
や
想
い
を
聞
き

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
言
葉
を
話
さ
な

い
乳
児
で
も
同
じ
で
す
。
表
情
や
し
ぐ

さ
か
ら
「
そ
の
人
の
想
い
」
を
知
ろ
う
と
、

意
識
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
頃
か
ら
、
保
育
室
の
あ
ち
こ
ち
に
、

写
真
や
子
ど
も
と
の
話
し
合
い
の
記
録
、

子
ど
も
か
ら
出
た
ア
イ
デ
ア
の
一
覧
な
ど

を
掲
示
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ら
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
日
々
を
つ
く
る

上
で
大
切
な
、
記
録
で
あ
り
、
計
画
で
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
保
育
者
が
“
保

育
は
子
ど
も
と
共
に
つ
く
る
も
の
”
と
意

識
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
も
保
育
の
つ
く

り
手
と
な
っ
た
の
で
す
。

４
月
号

５
月
号

６
月
号

は
じ
め
に

保
育
の
振
り
返
り
と
保
育
環
境
の
見
直
し

子
ど
も
の
姿
を
語
り
合
う

７
月
号

８
月
号

９
月
号

保
育
ウ
ェ
ブ
を
作
る

子
ど
も
の
姿
を
記
録
す
る

保
育
が
変
わ
り
始
め
た
時
の
再
考

１
月
号

２
月
号

３
月
号

保
育
ウ
ェ
ブ
形
式
の
指
導
計
画

環
境
図
等
を
用
い
た
記
録

お
わ
り
に

１０
月
号

１１
月
号

１２
月
号

保
育
ウ
ェ
ブ
型
月
案
を
作
っ
て
み
る

保
育
ウ
ェ
ブ
を
経
験
者
と
共
に
作
る

語
り
合
い
に
よ
り
記
述
を
具
体
的
に

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　記録や計画がワクワクしないのはなぜでしょうね。ホントはとってもワクワ
クするものなのに。今回のキーワードは「違和感」や「モヤモヤ」。違和感やモ

ヤモヤの背後には、きっと「（こうやら）ねば」「（こう書く・させる）べき」など「ねば・べき」
があるのではないでしょうか？　「ねば・べき」を脱却し、「子どもの興味・関心や、声を聴
いてやってみよう」「私の〇〇したいをやってみよう」と思えると、きっと保育にも、記録に
も計画にも、だれかに伝えたいワクワクが生まれてくるのでしょうね。

子どもの声を聞く
ことがおもしろい
と語る保育者。保
育中、熱心に子ど
もの想いに耳を傾
けています。

実際に買い物に行った時の様子や、準備
の様子、当日の様子を写真で掲示。保護
者にも見てもらうほか、子ども自身が自分
たちのやったことの振り返りにも活用。

ひなまつり企画の計
画と記録。自分たち
でひなまつりを企画
し、スーパーで調べ
たひなあられの値段
を掲示し、この記録
をもとにお金がどれ
くらい必要か、いつ
買い物に行くかを考
えました。

次年度のクラス名を決める話し合いの記録。モモ
ンガ、ライオン、ウサギ、ゾウ、キリン、トラなど、
子どもたちのアイデアを一覧にするだけでなく、な
ぜ、その動物が良いと思ったのかも記録。こうした
記録で意見を整理しながら話し合いを重ねました。

保
育
内
容
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『保育ナビ』 は公式サイト や SNS でも様々な情報を配信しています。
より早く、より詳しい情報のためにぜひともチェックしてみてください。

『保育ナビ』編集部からのお知らせ

公式サイトや SNSで保育最新情報をチェック！

Information

Facebook InstagramYouTube公式サイト



LIVEセミナーのご案内

オンデマンドセミナーのご案内

2025年度配信開始のコンテンツ！

フレーベル館セミナー事務局からのお知らせ

フレーベル館フレーベル館

（各セミナー開催日の2週間後より、14日間の見逃し配信つき）

（１申込で園内の職員みなさまがご視聴いただけます！視聴期間はご希望の月の１か月間です）

※フレーベル館は幼稚園・認定こども園様について、処遇改善等加算に係る研修の実施主体認定を全国で受けております。ご案内している
すべてのセミナーが対象です（2025年 10月時点）。
※配信時期、テーマ、内容、受講料、講師は予定です。一部変更となる可能性がございます。最新の情報や申込方法・
セミナーの詳細はフレーベル館ホームページからご確認ください。（二次元コードからアクセス、もしくは「フレーベル館
セミナー」で検索してください）
※保育士等キャリアアップ研修については、「一般社団法人フレーベル子育ちラボ」にて「株式会社フレーベル館」の研修
システムを使用した研修を開始しております。詳細につきましては、右記の二次元コードからアクセスしてください。

【問い合わせ先】株式会社フレーベル館　セミナー事務局　メール：seminar@froebel-kan.co.jp　電話：03-5395-6637

2026年度の
保育セミナー
ラインナップも
乞うご期待！

音と音楽に関わる表現を見る、育てる
〜感じる・心が動く・そして文化へ〜

LIVE 開催日時：
2026年2月4日（水）13:15～14:30 
見逃し配信：
2026 年2月18日（水）～ 3月3日（火）予定
●講師　池田純子 先生（敬愛短期大学准教授）

社会人として身につけるべき振る舞いについて
わかりやすくお話しします！

保育者としての心構え、子どもや保護者への
向き合い方についてお話しします！

LIVE 開催日時：
2026 年2月18日（水）13:15～14:30 
見逃し配信：
2026 年３月４日（水）～ 3月17日（火）予定
●講師　今川恭子 先生（聖心女子大学教授）

子どもの主体的な表現を支えるために
〜身近な素材の教材研究・環境づくりの工夫〜

マネジメント

幼児教育

教材研究

社会人基礎

保護者支援・
子育て支援

教材研究教材研究

発達支援

保育者１年目の新人研修に最適！

●講師　秋田喜代美 先生（学習院大学教授）

子どもの可能性を広げる保育 〜 安心と挑戦の「循環」〜子どもの育ち

●講師　松井剛太 先生（香川大学准教授）

インクルーシブなクラス運営 〜 子どもも保育者も一緒にいきいきと〜

●講師　吉田正幸 先生（株式会社保育システム研究所代表取締役）

こども誰でも通園制度が投げかける課題 〜 問われる保育と子育て支援の境界領域 〜

●講師　無藤隆 先生（白梅学園大学名誉教授）他

安心と挑戦の循環を園から学校へ 〜 幼保小の接続・架け橋を通してわくわくする園と学校を実現する〜

●講師　倉石哲也 先生（武庫川女子大学教授）

いまどきの保護者対応 〜 背景の理解と支援の本質 〜

●講師　宮地明子 先生（幼児造形指導・プランナー）

●講師　浅井拓久也 先生（鎌倉女子大学准教授） ●講師　和田美香 先生（東京家政学院大学教授）

●講師　堀内亮輔 先生（東京女子体育大学講師）

絵かきうたが育てるもの 〜 絵かきうたで保育とあそびをひろげよう〜

社会人としての振る舞い、イロハのイ 信頼される保育者になるために

絵本から広がる運動遊び　第 1 回  幼児編　 第 2 回  乳児編

保育セミナーの
詳細はこちらから！


